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宮 崎 演 習 林 研 究 室

1天 然 更 新 施 業 試 験

柿 原 道 喜

財 津 秀 雄

中 島 誠

合理的 な天然更新方法 を明 らか にす る とともに.天 然造 林施業の見本林 にす るこ とを目的

として.井 上 由扶教授の現 地指導下 に森林経理学教室の協力 をえて昭和40年5月 に ・位置

の選定.母 樹.保 残木 の選木 を行 な つたo昭 和40佃 度において1山 立木の伐 採 ・搬 出を行 な

うとともに.ア カマ ツ天然更新区内 に.地 ご しらえ.人 工播種 などの処理 を実施 した。

1伐 採.搬 出の経過

伐採 は.昭 兜40隼9月3日 よ り11月15日 ま での悶 に行 なわれたo延 出役 人数は

215人.出 材 材積 は878.431㎡ で あるので.1人1日 の功程 は4.1m8と なる。 本試 験

区に近接 する本卑 慶の皆伐個所の功程 は.1人1日4.6㎡ で あるので.試 験区はO・5m3功

程 が落 ちてい る。 これは・モ ミ・ ツガ更新 区に多 ぐの保残木が残 された穴 め と考 え られ る。

集材.土 場巻立 は.9月26日 よ り12月6日 までの 間に行 なわれ た。 実働 日数 は50日

(作 業員4～6名).1日 の 功程 は17.6m3で あ るoこ れに対 し・皆伐区域 は1日28』

㎡(1月18日 か ら2月22日 ま で実働18日 間の平 均値)で あるので.約10㎡ 功 程が

落 ちて いるoこ れは.試 験地には ・{葦樹 ・保残木が 多数残されている こと・中央 部に コナ

ラ保育林分が存在す るこ と.林 道 を土場 として利 馬 した ことに よるもの と考 え られる。

liア ヵマツ天 然更新施業試験地の設 定

最 も適正 なアカマ ツの天然更新 法を見 出す ことを目的 と して.次 の各種試験地 を設定 し

たo

山 人工播種試験地

条 巾4m.条 問 隔2・-4mの 条 刈 り地 ご しらえを行 ない.1条1ブ ロック として4プ

ロ ヅク設け.次 の5.処 理 を施 した。

(a>サ サ生 地地ご しらえ掻 種

(わ)無 ササ地堪ご しらえ補 種

(c)無 処 理



各処理 区は ・5窺)〈5?π の サブ プロッ ト(1処 理2～11{器)に 分割 され るo播 種方法

は.各 サ ププロッ トを巾1ηLほ ど掻起 して種子 を50粒(m'当 り10粒)掻 き,足 で踏

みつけたo各 処理 とも,下 メ駒,無 下メ物 の2区 に区分 し,処 理溺の稚樹の消長 を調査

す る予定 である。 面積約O.2hao

第1図 人 工 播 種 試 験 地

{2i天 然 下種試験地

条刈 り地 ご しらえ(条 巾5冊,条 間隔21・x)を 行 ない,1条1ブ ロック として6ブ ロ

ック設け,中 央部 に母樹(胸 高直径700m,樹 高15m>を 葉本残 したo各 ブ ロックを

下刈の有無の2区(主 試験区)に 分割 し,そ れぞれ を,掻 起 しの有無 によ り,よ り小 さ

い副試験区 に分割 しだ(SpliStplotdesign)o副 試 験 区は,4mx4??tの 乙掴 のサ

ブ プmッ トによ 参構成され る。掻 起 し戯,サ ブ ツロッ ト内の巾1m,長 さ4mの2条 に

つ いてのみ行 な つたQ訪 査事 瑠 ま山 と同 じQ面 積 約e.2hao



(3}入 工 播駈意試験 讐 、

巾5?},聞 隔2犠 の条メ麹 地 ご しらえ を行 ない,1条1プurッ ク と して6ブxxッ ク設

けfCo処 理 は ㎡当 参10粒 掻種,同20粒 播 舞,無 処理 とし・各処理 とも5meX4mの サブ

プcrッ ト(壌処理2～4.)に 分割 じご囑 掻 起 しt懸 種 方法,調 査事項 はほ蹟 周 じo面 積約9.

15ね ㍉

第2図 天 然 下 種 試 験 地

《4}火 λれ地 こ し轟え試験地

母樹の まわb約15mば か りの末 木,枝 条 を とり除 毒,母 樹 κ影響 を与え ない ように

火入 れ地 ご しらえ を行 な つだo満 足 に焼け 凌い ところが 多かつだので,火 スれ 後・さ ら

に条刈 り地 ご しらえを行 な つた。Ulと 向様の調査 を行 な うo面 積 約5.25hao



第5鐵 人 工 播 種 量 試 験 急

嚢 九 州地 方 における カ ラマ ツ林 の 実態調 査

柿 原 道 喜

本演書林 におけ るカラマツ林 の育成方法 を検討す るた め,昭 和50年 よ り九州地方の国有

林.民 有林 の カラマ ツ林 について実 態調査 を施業上の特性の面か ら実施 してきたoこ の調査

結果 か ら,国 有林 の カラマ ツ林 は,原 料材生産林 としての特徴 を有 して いるこ と,民 有林の

ものは構造材生 産林 と しての特徴 を有 しているこ とを明 らか に して,先 に検討 した構造材生

産林,原 料材生 産林の特徴 の正 しい ことを裏づけ る とともに,そ の生長状況か ら,本 演習林

に凄いて 亀,カ ラマツの育成 に適 する地域がか な 参存在づ る ことを弱 らか に した。詳細は,

別 に報鑑の予完で あ る、.


